
シーボルトの胸像 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
物
語
り 

＜行事報告＞ 
07月22日～翌朝 太子堂ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙｷｬﾝﾌﾟ(太子堂小学校)  

08月26日 太子堂ふれあいまつり(太子堂小学校) 

09月16日 太子堂中学校防災訓練(Ｄ級ポンプ講習) 

10月07日、8日 太子堂八幡神社祭礼 

10月29日 秋の古着・古布回収事業 (3,160㎏回収) 

11月03日 ふれあい芋煮会(太子堂中学校） 

 あ～おいしかった！ ごちそうさまでした。 

 

＜行事予定＞ 

12月03日 太子堂もちつき大会(太子堂小学校) 

02月11日 太子堂子どもマラソン大会 

御
朱
印
収
集
ブ
ー
ム
ご
存
知
で
す
か 

    

（
前
号
よ
り
続
く
）
「
慶
応
義
塾
発
祥
の
地
」
の

碑
を
背
に
し
て
、
聖
路
加
側
に
信
号
を
渡
っ
て
行

く
と
、
左
側
に
「
立
教
女
学
院
築
地
居
留
地
校
舎

跡
記
念
碑
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
進
み
、
次

の
信
号
を
渡
っ
た
先
に
、
築
地
外
国
人
居
留
地
跡

の
碑
と
昔
の
ガ
ス
街
灯
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
先
に
は
関
東
学
院
と
双
葉
学
園
の
碑
も
あ
り

ま
す
。
今
来
た
道
を
戻
っ
て
、
信
号
を
左
に
渡
り
、

さ
ら
に
進
み
、
次
の
交
差
点
を
右
に
渡
り
、
奥
の

木
立
の
中
の
「
あ
か
つ
き
公
園
」
に
入
る
と
、
シ

ー
ボ
ル
ト
の
胸
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
崎

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
だ
っ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
、
江
戸

参
府
の
際
、
江
戸
の
蘭
学
者
達
と
交
わ
り
、
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
長
崎
で
授

か
っ
た
娘
が
築
地
に
産
院
を
開
業
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
像
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

信
号
ま
で
戻
り
、
信
号
を
右
に
渡
り
、
さ
ら
に

左
に
渡
っ
た
右
手
に
ア
メ
リ
カ
公
使
館
跡
の
説
明

板
が
あ
り
ま
す
。
説
明
板
の
左
手
の
通
り
一
帯
に

は
、
「
明
治
学
院
発
祥
の
地｣

、
「
女
子
聖
学
院
発

祥
の
地｣

、
「
女
子
学
院
発
祥
の
地｣

、
「
青
山
学

院
記
念
の
地
」
の
碑
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
の
中
に
、
「
ヘ
ン
リ
ー
フ
ォ
ー
ル
ズ
住
居
の
跡
」

の
碑
と
共
に
「
指
紋
研
究
発
祥
の
地
」
と
い
う
碑

が
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ル
ズ
は
日
本
の
拇
印
の
習

慣
か
ら
個
人
認
識
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
、

日
本
の
警
察
に
採
用
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
て
、

碑
を
建
て
た
そ
う
で
す
。
築
地
の
外
国
人
居
留
地

は
商
館
の
多
い
横
浜
と
は
異
な
り
、
外
国
公
使
館

を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
の
宣
教
師
・
医
師
・
教
師

な
ど
の
知
識
人
が
居
住
し
、
教
会
や
学
校
な
ど
を

数
多
く
開
い
て
、
教
育
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
や
多
く
の
学
校
の
発
祥
の

地
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
公
使
館
跡
の
信
号

ま
で
戻
り
、
左
に
曲
が
り
、
道
な
り
に
行
く
と
「
東

京
税
関
発
祥
の
地
（
運
上
所
跡
）
」
の
碑
が
あ
り

ま
す
。
運
上
所
と
い
う
の
は
今
で
い
う
税
関
の
こ

と
で
、
こ
こ
が
東
京
税
関
の
発
祥
の
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
道
な
り
に
歩
き
、
交
差
点
を
右

に
渡
っ
た
角
に
、
「
電
信
創
業
の
地
」
と
い
う
碑

が
あ
り
、
明
治
二
年
に
横
浜
と
こ
こ
を
結
ん
で
、

今
で
言
う
公
衆
通
信
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本

で
最
初
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
来
、
文
明
開
化
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
碑
に
は
書
か
れ
て
い

ま
す
。
今
の
信
号
ま
で
戻
り
、
信
号
を
渡
っ
た
先

の
左
手
に
「
月
島
の
渡
し
跡
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
渡
し
は
昭
和
に
な
っ
て
、
勝
鬨
橋
が
完
成
す

る
ま
で
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
碑
を
見

な
が
ら
、
昔
の
情
景
を
思
い
描
く
だ
け
で
も
、
楽

し
い
も
の
で
す
。 

晴
海
通
り
に
出
て
、
信
号
を
渡
り
、
左
に
行
き
、

勝
鬨
橋
の
手
前
の
右
側
に
「
海
軍
経
理
学
校
の
碑
」

が
あ
り
ま
す
。
築
地
市
場
辺
り
一
帯
は
明
治
維
新

後
は
海
軍
用
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
築
地
市
場

内
に
あ
る
水
神
社
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る

「
旗
山
」
の
碑
は
、
日
本
海
軍
発
祥
の
ゆ
か
り
を

示
す
史
跡
で
す
。
水
神
社
は
小
上
が
り
の
築
山
に

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
海
軍
の
旗
が
掲
揚
さ
れ
、

こ
の
旗
を
見
て
人
々
は
こ
の
山
を
旗
山
と
呼
び
、

「
旗
山
」
と
刻
ま
れ
た
と
の
事
で
す
。
勝
鬨
橋
の

反
対
方
向
に
歩
い
て
い
く
と
、
築
地
四
丁
目
の
交

差
点
に
着
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
築
地
に
は
色
々
と

史
跡
が
あ
り
ま
す
。
散
歩
の
帰
り
に
場
外
市
場
で

お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
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コ
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・
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七
月
も
終
わ
る
頃
。
茨
城
県
の
と
あ
る
「
道
の

駅
」
で
、
青
々
と
し
た
レ
モ
ン
位
の
実
の
な
る
植

木
を
見
つ
け
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
鉢
植
え
で
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
！
こ
れ
は
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー
ス
等
に
使
わ

れ
る
フ
ル
ー
ツ
で
は
な
い
か
し
ら
？
珍
し
い
と
思

い
購
入
し
ま
し
た
。 

お
店
の
方
の
話
し
で
す
と
、「
果
実
は
薄
赤
色
か

ら
赤
、
そ
し
て
紫
色
に
な
っ
た
ら
食
べ
頃
で
す
」

と
の
事
。
今
年
は
、
日
照
が
悪
い
せ
い
か
青
い
ま

ま
で
終
り
そ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
月

後
半
に
夏
ら
し
い
天
気
が
続
い
た
せ
い
か
、
九
月

の
あ
る
朝
突
然
薄
赤
、
翌
日
に
は
赤
、
そ
し
て
と

う
と
う
紫
色
に
な
り
、
九
月
十
五
日
頃
、
私
の
手

に
ポ
ン
と
落
ち
ま
し
た
。
感
激
で
す
！
そ
の
果
実

を
そ
っ
と
カ
ッ
ト
し
た
瞬
間
南
国
の
香
り
と
言
う

の
か
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
の
香
り
と
言
う
の
か
、
良
い

香
り
が
広
が
り
ま
し
た
。
果
実
に
は
種
が
沢
山
入

っ
て
い
ま
す
が
、
甘
酸
っ
ぱ
く
て
美
味
し
か
っ
た

で
す
。 

（
写
真
、
上
か
ら
花
・
果
実
と
花
・
カ
ッ
ト
し
た
果
実
） 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
花
っ
て
、
何
か
に
似

て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
う
で
す
ト
ケ
イ
ソ
ウ(

時
計

草)

で
す
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
ト
ケ
イ
ソ
ウ

と
同
じ
仲
間
の
植
物
で
す
。 

今
年
の
果
実
は
、
三
個
し
か
生
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
来
年
は
も
っ
と
沢
山
の
実
を
つ
け
る
様
に

育
て
た
い
で
す
。 

 
 

（
ミ
ニ
コ
ミ 

Ｓ
・
Ⅰ
）

 

 
 

 

近
頃
、
観
光
地
に
限
ら
ず
各
地
の
寺
院
、 

神
社
で
御
朱
印
を
頂
く
「
御
朱
印
収
集
」
が
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

御
朱
印
は
、
寺
社
に
参
拝
し
た
証
と
し
て
頂
く

も
の
で
す
が
、
各
神
社
仏
閣
の
名
称
、
ご
本
尊
や

ご
神
体
の
名
称
、
日
付
な
ど
が
記
さ
れ
る
た
め
、

観
光
旅
行
等
で
そ
の
地
を
訪
れ
た
記
念
と
し
て
、

ス
タ
ン
プ
集
め
の
よ
う
な
感
覚
で
「
御
朱
印
帳
」

を
持
参
、
収
集
す
る
方
が
多
数
の
よ
う
で
す
。
そ

の
他
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
、
良
縁
祈
願
、
歴
史

巡
り
、
四
国
巡
礼
な
ど
様
々
で
す
。 

御
朱
印
を
頂
く
と
き
の
マ
ナ
ー
は
、
必
ず
神
仏

に
手
を
合
わ
せ
、
参
拝
し
た
後
に
頂
く
こ
と
、
御

朱
印
代
は
三
百
円
か
ら
五
百
円
程
、
高
額
紙
幣
で

の
支
払
い
は
ノ
ー
グ
ッ
ド
で
す
。 

わ
が
街
太
子
堂
の
八
幡
神
社
で
は
、
月
変
わ
り

で
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン
の
御
朱
印
が
頂
け
る
こ
と

で
、
反
響
を
呼
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。  
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ミ
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（２面） 

築
地
外
国
人
居
留
地
に
あ
る 

史
跡
を
巡
る
散
歩
（
そ
の
２
） 


